






















牛車を進行させる者平安時代の貴族たちは移動するとき、 「車」を利用した。・	 御車入るべき門は鎖したりければ、 （光源氏は）人して惟光召して待たせたまひけるほど、むつかしげなる大路のさまを見わたしたまへるに、……（夕顔①一三五頁）
・
	 （光源氏） 「よし後にも人は参りなむ」とて御車寄せさせたまへば、 （紫の上の乳母たちは）あさましう、いかさまにと思ひあへり。 （若紫①二五五頁）
　
前者は、光源氏が大弐の乳母の見舞いに五条の家を訪ねた際、門が閉まっていたのでしばらく大路の様子を「車」






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とて仰せられけれど、さらに聞かざりけり。この今北の方、さぶらふ雑色・随身・車副などに装束くもの取らするこ はさるものにて、日ごと 酒を出だして飲ませ遊ばせ、いみじき志どもをしける。その故 や、かくしけるを、 それまたいとあやしき御心なりや。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































く） 、 かどかどしげ」 （気がきく）者が良い、と記している
（注
13）。章段の配列でいうと、 「雑色・随身は」 、 「小舎人童」
の続きにこの は」があり、貴族に仕える従者の一人として、 「牛飼」を見、その理想的な姿を記している。 「小舎人童、小さくて、髪、いとうるはしき」 対して、 「牛飼は、大きにて、髪あららかなる」と書き出し、小舎人童との対比で「牛飼」が描 れる。また、 「すさまじきもの」の章段では
すさまじきもの
　
昼ほゆる犬。 春の網代。 三、 四月の紅梅の衣。 牛死にたる牛飼。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































逃げで引き留められぬ。 （中略） 。御車を留めたまひて、 （狭衣は） 「かくなせそ」と言はせたまへば、 （随身は）
89	 王朝文学における「牛飼」と「牛飼童」
法師をば逃がして、
牛飼童を捕へつつ、 「 （先ほど逃げた法師は）何者ぞ」と問へば、 （牛飼童） 「仁和寺に某威儀













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   黒
田
日
出
男「
変
わ
る
童
子
の
姿
」（『
絵
巻
　
子
ど
も
の
登
場
』
河
出
書
房
　
一
九
八
九
年
）　
多
田
一
臣「
童
」（
秋
山
虔
編『
王
朝
語
辞
典
』
東京大学出版会
　
二〇〇〇年）
。
注６
　
新編日本古典文学全集頭注。
「牧童」を「牛飼」とする。
注７
　
 『竹
取
物
語
』『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』『
土
佐
日
記
』『
蜻
蛉
日
記
』『
紫
式
部
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
更
級
日
記
』『
堤
中
92	
納
言
物
語
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
夜
の
寝
覚
』
に
記
載
は
な
い。
た
だ
し「
牛
飼
ひ
て
」
等、
動
詞
の
連
用
形
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
除
い
て
い
る。
ま
た、
例
え
ば「
御
車
に
た
て
ま
つ
り
て、
（
宮
は
式
部
に
）
よ
ろ
づ
の
事
を
の
た
ま
は
せ
契
る。
心
え
ぬ
宿
直
の
を
の
こ
ど
も
ぞめぐり歩く。れいの右近の尉、
この童とぞ近くさぶらふ。
」（『和泉式部日記』
）の「この童」を牛飼童とするものもあるが、
日
記
の
冒
頭
か
ら
登
場
し
て
い
る
小
舎
人
童
で
あ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
し、
用
例
に
数
え
上
げ
て
い
な
い。
ひ
と
ま
ず「
牛
飼
」
と
明
示
し
て
い
る
も
の
に
限
っ
た
用
例
数
で
あ
る。
『
日
本
霊
異
記
』
や『
今
昔
物
語
集
』、『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
に
は「
牛
飼
」「
牛
飼
童
」
が
散
見
さ
れ
るが、今回説話集や軍記物語は対象としなかった。
注８
　
 他に、
祭の使巻に、
「うしかくの預かり」
（二〇八頁）は、
「牛飼の預かり」の誤りという説もある（
「うしかく」は未詳）
。「牛
飼の預かり」
は、
「牛車の牛の飼育を統括し、
牛飼童たちをたばねる責任
者か」
（新編頭注）
とされるが、
他にみない用例である。
注９
　『落窪物語』新編日本古典文学全集（小学館）頭注。
注
10　『大鏡』新編日本古典文学全集（小学館）頭注。
注
11　
 服
部
幸
雄「
牛
に
乗
る
神
と
牛
飼
舎
人
」（『
日
本
歴
史
』
５
８
４
号
　
一
九
九
七
年
）
は、
人
形
浄
瑠
璃
の『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
に
登
場
す
る
三
つ
子
の
兄
弟、
梅
王
丸・
松
王
丸・
桜
丸
が
菅
丞
相（
菅
原
道
真
）
の「
牛
飼
舎
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
発
想
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
る。
菅
原
道
真
が「
他
な
ら
ぬ「
牛
に
乗
り
給
ふ
神
」
だ
と
す
る
周
知
の
伝
承
」
を
踏
ま
え
た
上
で、
そ
も
そ
も
中
世、
北
野
社
に
属
し
た
神
人
の
な
か
に、
「
大
座
神
人
」
が
お
り、
彼
ら
が「
大
座
の
牛
童
」「
大
座
の
牛
飼
」（『
北
野
事
跡
』）「
大
座
神
人
と
し
て
諸
院
宮、
大
臣
家
の
牛
童
」（
弘
安
本『
北
野
天
神
縁
起
』）
と
記
さ
れ
て
お
り、
彼
ら
が
こ
の
三
兄
弟
の
原
型
で
あ
っ
た
と
述
べ
る。
実
頼
の
童
名
と
関
係
す
る
というわけではないが、牛が聖物とされたこと 牛飼が神に仕える者として描か
れることは記憶にとどめておきたい。
注
12　
能因本系は「髪あかしら にて」とあり、そ 場合は赤毛をいうか。
注
13　
 「か
ど
か
ど
し
げ
な
る
」
に
は、
①
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
②
気
が
き
く
の
二
解
が
あ
り、
「
牛
飼
童
」
の
外
見
を
い
う
か、
内
面
を
い
う
か、
読
み
手
の
解
釈
に
よ
っ
て
か
わ
っ
て
く
る
が、
前
章
段
の「
小
舎
人
童
」
に
関
し
て
も、
「
ら
う
う
じ
き
」（
利
発
な
感
じ
だ
）
と
い
う
内
面
を
賞
賛
す
93	 王朝文学における「牛飼」と「牛飼童」
る言葉で終わっており、
ここも内面を表しているであろう。田中重太郎『枕草子全評釈』
（角川書店
　
一九七三年）には「ホ
ワイトカラーでない人も「かどかどしげなる」ことは必要である」と記す。
注
14　
金子元臣『枕草子評釈』
（明治書院
　
大正十年）
注
15　
 『源平盛衰記』
には都入りした義仲が牛車に乗った際、
かつて平宗盛に仕えていた牛飼童が敵討ち
（といっても義仲からかい、
しっぺ返し）をする記事があり、牛飼童と主人の関係が決して浅くはなかったこ もうかがえる。
注
16　
和田英松・佐藤球『栄華物語詳解』二巻
　（明治書院
　
明治四十年）
注
17　
 『枕
草
子
』
三
巻
本
に
一
本
と
し
て
紹
介
さ
れ、
能
因
本
に
収
載
さ
れ
る「
女
房
の
ま
ゐ
り
ま
か
で
に
は
」
の
段
に
も、
「
牛
飼
童
」「
牛
飼
」
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が、
異
同
の
多
い
箇
所
で
も
あ
り、
今
回
は
検
討
し
き
れ
な
か
っ
た。
（
参
考
）「
女
房
の
ま
ゐ
り
ま
か
で
に
は、
人
の
車
を
借
る
を
り
も
あ
る
に、
い
と
心
よ
う
言
ひ
て
貸
し
た
る
に
、
牛飼童、
例
の
し
も
し
よ
り
も
強
く
言
ひ
て
い
た
う
走
り
打
つ
も、
あ
な
う
た
て
と
お
ぼ
ゆ
る
に、
を
の
こ
ど
も
の、
も
の
む
つ
か
し
げ
な
る
け
し
き
に
て、
「
疾
う
や
れ。
夜
ふ
け
ぬ
さ
き
に
」
な
ど
言
ふ
こ
そ、
主
の
心
お
し
は
か
ら
れ
て、
ま
た
言
ひ
触
れ
む
と
も
お
ぼ
え
ね。
業
遠
の
朝
臣
の
車
の
み
や、
夜
中
暁
分
か
ず、
人
の
乗
る
に、
い
さ
さ
か
さ
る
事
な
か
り
け
れ。
よ
う
こ
そ
教
へ
な
ら
は
し
け
れ。
そ
れ
に
道
に
会
ひ
た
る
け
る
女
車
の、
深
き
所
に
落
し
入
れ
て、
え
引
き
上
げ
で、
牛飼
の
腹
立
ち
け
れ
ば、
従
者
し
て
打
た
せ
さ
へ
し
け
れ
ば、
ま
し
て、
い
ま
し
め
お
き
た
る
こ
そ。
」（『
枕
草
子
』
一
本「
女
房
の
ま
ゐ
り
ま
か
で
に
は
」
四六六～四六七頁）
。また、
『狭衣物語』や『栄花物語』の「牛飼童」の箇所に関しても「牛飼」の異本もある。
